
染織作家／亀山 知彦さん染織作家／亀山 知彦さん

今井町で、お地蔵さんと
ブックカフェをめぐる旅
今井町で、お地蔵さんと
ブックカフェをめぐる旅

自然と暮らす

2022円の旅

路傍の十王様路傍の十王様新日本妖怪紀行

上野山福祥寺／小池 陽人 師上野山福祥寺／小池 陽人 師BOZE数珠つなぎ

HAKOBA／箱林 穂高さんHAKOBA／箱林 穂高さん伊賀もん

yomiっこ
クーポン付

39店

奈良で輝く
スーパーシニアBIG
奈良で輝く
スーパーシニアBIG55

学問、スポーツ、芸術、生業…学問、スポーツ、芸術、生業…
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表紙写真／うめとおはぎ

西の京病院 メディカル最前線！

トドの毒舌

新日本妖怪紀行

タウンニュース

スポーツ大好き

読者のお便りFREE TALK＆ちさとの星占い

クロスワードパズル＆まめちしき

インフォメーション

美しいおもてなし

2022円の旅　今井町で、お地蔵さんとブックカフェをめぐる旅

伊賀もん　HAKOBA／箱林 穂高さん

生活向上委員会

わんにゃん

プレゼント

かわいいな

こちら編集部

MAN

「MUSEUM」「ART」「PLAY」「EVENT」

「金剛禅総本山少林寺 木津道院」「けはや道場」

REGULARS　連載記事

自然と暮らす　染織作家／亀山 知彦さん

BOZE数珠つなぎ　上野山福祥寺／小池 陽人師

SHOP

SHOP☆SHOP14…

02…
18…

16…
17…
20…
22…
24…

26…
28…
29…

33…
34…
36…
38…
41…
42…
43…
44…

yomiっこクーポン！
毎月使ってね！

本誌掲載内容は8月4日現在の情報です。

「新型コロナウイルス感染症」の影響で、店舗の営業時間やイベント等の開催が

変更になる場合があります。詳細は直接ご確認ください。

45

04

10 おはぎさん

奈良で輝く

スーパーシニアBIG5

https://narakko.jp

https://ynl.co.jp

毎月25日デジタル
パンフレット配信！

株式会社 読売奈良ライフ

学問、スポーツ、芸術、生業…
なりわい

山から登った朝陽が彼岸花を照らし、

一面に広がる赤いジュウタンのよう

な景色です。

「彼岸花の群生」
撮影場所／御所市楢原

撮影者：吉田数政さん

11月を感じられる1枚を募集  締め切り：9月15日

インスタグラム「#ならっこぐらし」でも応募できます。



法
が
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
度
廃
絶
し

た
産
物
の
た
め
道
具
が
現
存
し
な
い
。
ま
た
織

り
に
使
う
機
も
、
織
り
手
側
か
ら
奥
に
向
か
っ

て
傾
斜
を
つ
け
た
「
大
和
機
」
が
用
い
ら
れ
る

が
、
現
存
す
る
の
は
民
俗
博
物
館
の
展
示
品
の

み
。
一
般
的
な
織
り
機
で
は
木
綿
糸
が
よ
れ
や

す
く
、
柄
合
わ
せ
が
難
し
い
と
い
う
。

「
道
具
の
ほ
と
ん
ど
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
も

の
を
安
く
譲
り
受
け
、
補
強
し
て
使
っ
て
い
ま

す
。
現
存
し
な
い
道
具
や
絶
え
て
し
ま
っ
た
技

法
に
つ
い
て
は
、
別
の
道
具
で
代
用
し
た
り
愛

媛
や
京
都
で
学
ん
だ
別
の
技
法
を
取
り
入
れ
た

り
し
て
い
ま
す
」。板
締
め
の
型
が
な
い
染
め
の

作
業
は
す
べ
て
手
作
業
で
括
る
。
糸
は
全
部
で

1
2
0
0
本
。
た
て
糸
で
あ
れ
ば
15
㍍
の
長
さ

が
あ
る
。「
括
る
作
業
だ
け
で
３
週
間
ぐ
ら
い
。

１
反
仕
上
げ
る
の
に
２
〜
３
か
月
は
か
か
り
ま

す
」
と
話
す
。

　

本
来
の
絣
製
造
は
10
以
上
の
工
程
を
分
業
で

行
う
が
、
亀
山
さ
ん
は
全
工
程
を
一
人
で
行
う
。

「
自
分
で
図
案
を
描
き
、
糸
を
括
り
、
染
め
、

織
り
上
げ
た
時
に
、
イ
メ
ー
ジ
通
り
に
た
て
の

糸
と
よ
こ
の
糸
が
パ
チ
ッ
と
は
ま
る
と
と
て
も

気
持
ち
い
い
ん
で
す
。
職
人
と
し
て
は
分
業
の

方
が
合
理
的
で
す
が
、
１
人
で
全
工
程
を
行
う

方
が
作
家
と
し
て
の
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
ね
」。

　

こ
う
し
た
骨
の
折
れ
る
作
業
の
末
、
復
元
に

成
功
し
た
亀
山
さ
ん
は
2
0
2
0
年
に
大
和
郡

山
市
の
町
家
物
語
館
で
作
品
展
を
開
催
。
同
市

の
体
験
施
設
「
箱
本
館
紺
屋
」
で
染
め
た
井

桁
柄
の
反
物
や
シ
ョ
ー
ル
な
ど
を
展
示
し
た
。

失われた名産
“大和絣”の復活へ
失われた名産
“大和絣”の復活へ

やまとがすりやまとがすり

　

現
在
の
大
和
高
田
市
を
中
心
に
江
戸
時
代
か

ら
一
大
産
地
と
し
て
栄
え
、
後
継
者
不
足
と
洋

装
化
で
1
9
7
0
年
頃
に
廃
絶
し
た
「
大
和

絣
」。
斑
鳩
町
在
住
の
染
織
作
家
・
亀
山
知
彦

さ
ん
は
そ
の
復
元
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

大
和
絣
は
江
戸
時
代
後
期
に
御
所
町
（
現
・

御
所
市
）
の
浅
田
松
堂
が
松
阪
木
綿
を
ヒ
ン
ト

に
発
明
し
た
と
さ
れ
、
幕
末
か
ら
昭
和
中
期
に

か
け
て
広
く
流
通
し
た
綿
織
物
。
現
在
の
大
和

高
田
、
御
所
、
橿
原
の
各
市
周
辺
を
生
産
拠
点

に
、
奈
良
の
名
産
と
し
て
一
時
は
お
伊
勢
参
り

の
土
産
物
と
し
て
も
喜
ば
れ
た
。
明
治
初
期
に

は
化
学
染
料
の
導
入
に
伴
う
品
質
劣
化
で
淘
汰

さ
れ
た
も
の
の
、
の
ち
に
復
興
。
白
地
に
藍
の

柄
が
浮
か
ぶ
「
白
絣
」
を
代
名
詞
に
人
気
を
博

し
た
が
、
1
9
6
0
〜
7
0
年
代
に
か
け
て
次

第
に
工
場
が
減
り
、
い
つ
し
か
市
場
か
ら
姿
を

消
し
た
。

　

亀
山
さ
ん
は
服
飾
の
専
門
学
校
時
代
に
テ
キ

ス
タ
イ
ル
に
興
味
を
持
ち
、
愛
媛
県
の
西
予
市

野
村
シ
ル
ク
博
物
館
の
研
修
生
と
し
て
染
織
の

全
工
程
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
は
京
都
・
西
陣
の

手
織
り
工
房
で
５
年
間
、
内
弟
子
と
し
て
修
業

し
、
2
0
2
０
年
に
作
家
と
し
て
独
立
し
た
。

　

大
和
絣
は
染
織
の
雑
誌
を
通
し
て
出
合
っ
た
。

か
つ
て
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
た
織
物
が
現
代

で
は
作
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
驚
い
た

と
い
う
。
復
元
を
決
意
し
た
の
は
2
0
1
7
年
。

「
県
立
民
俗
博
物
館
を
訪
問
し
た
際
に
、
偶
然

企
画
展
で
大
和
絣
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
こ
の

時
に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」。奈
良

の
風
土
を
思
わ
せ
る
独
特
の
風
合
い
に
魅
了
さ

れ
た
。
偶
然
は
重
な
る
。
当
時
、
同
館
で
学
芸

員
を
務
め
て
い
た
横
山
浩
子
さ
ん
が
な
ん
と
大

和
絣
の
研
究
者
だ
っ
た
。
亀
山
さ
ん
は
横
山
さ

ん
か
ら
大
和
絣
の
風
合
い
か
ら
製
法
の
全
て
を

教
わ
り
、
復
元
へ
の
挑
戦
を
始
め
た
。

　

復
元
へ
の
道
の
り
は
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。

一
般
的
な
紺
絣
の
製
作
で
は
糸
を
染
め
な
い
部

分
を
紐
な
ど
で
括
っ
て
染
め
上
げ
る
が
、「
白

絣
」
が
代
名
詞
だ
っ
た
大
和
絣
は
染
め
な
い
範

囲
が
広
く
、
ま
た
模
様
も
細
か
い
た
め
、「
板

締
め
」
と
い
う
、
凹
凸
の
あ
る
板
の
間
に
糸
を

通
し
、
上
か
ら
染
料
を
流
し
込
ん
で
染
め
る
技

染織作家
亀山 知彦さん

vol.172

「
思
っ
て
い
た
以
上
に
反
響
が
あ
り
、
新
聞
や

テ
レ
ビ
な
ど
か
な
り
の
数
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
取

材
を
受
け
ま
し
た
」
と
驚
い
て
い
た
。
今
後
は

公
募
展
に
も
作
品
を
出
展
す
る
予
定
。

「
『
大
和
絣
』
と
い
う
も
の
が
ま
た
日
本
中
に

知
ら
れ
る
存
在
に
な
れ
ば
」
と
亀
山
さ
ん
。
庶

民
の
暮
ら
し
に
根
付
い
た
大
和
絣
が
再
び
日
常

空
間
に
現
れ
る
こ
と
を
願
う
。

KAMEYAMA TOMOHIKO

1983年、斑鳩町生まれ。39歳。

服飾系の専門学校を卒業後、西予市

野村シルク博物館（愛媛県）の実習

生として 染 織 の 全 工 程を学 ぶ 。

2015年から京都・西陣の手織り工

房に内弟子として勤め、2017年から

大和絣の制作に着手。2020年に独

立し、染織作家として活動している。

自宅の一室に作業場を構え、染め以外

の工程はこちらで行う。道具は古道具屋

や工房で不要となったものを譲り受け

た。新調した整経機以外は１万円前後

で全て揃えられたそう

作業の様子／模様

がある箇所は絣糸、

ない部分は地糸を

織り込む

金筬／たて糸に通されたよこ糸の目を詰め

る作業に使用する櫛状の道具で、たて糸を

絡まないようにする、よこ糸を強く織り込

む、また筬羽（櫛の歯の部分）に1,200本の

糸を1本1本通すことで織り幅を一定に保つ

といった役割がある 大和絣の着物（葛城市歴史博物館 蔵）

白絣が有名になったのは明治以降で、江戸時代は

紺絣が主流だった

し
ょ
う
ど
う

と
う
た

く
く

が
す
り

や
ま
と

整経機／図案に沿って必要な本数のたて糸

を必要な長さに整える機械

図案と絣糸

インスタグラム

@onchin.free.styler

公式サイトは

こちら

フェイスブック

@someori0220

かなおさ

おさは

くし

0203



続きは電子書籍で見てね

https://books.rakuten.co.jp/rk/6ae8bfd4cbd43009bfb2516ebd44ee17/?l-id=item-c-seriesitem

